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JDDW2022; 20221027; 福岡/Web. 
 
阿部和道, 高橋敦史, 大平弘正. Comprehensive gene expression analysis using single-cell RNA sequencing in 
autoimmune hepatitis. JDDW2022; 20221028; 福岡/Web. 
 
林学, 藤田将史, 阿部和道, 高橋敦史, 大平弘正. 急性肝不全における病態と血小板推移および播種性血管内凝

固症候群の関連についての検討. JDDW2022; 20221029; 福岡/Web. 日本消化器病学会雑誌. 119(臨増大会):A758. 
 
工藤慶祐, 石野淳, 小嶋祐紀, 三輪田哲郎, 池田恵理子, 牛尾純, 大平弘正. 当院における悪性胆道狭窄に対

する内視鏡的ラジオ波焼灼療法の治療成績. JDDW2022; 20221029; 福岡/Web. 
 
佐藤雄紀. 術後再建腸管における腹腔内腫瘤性病変に対する経小腸的EUS-FNAの成績. JDDW2022; 20221029; 
福岡/Web. 
 
高橋敦史, 阿部和道, 大平弘正. 免疫疾患を合併した自己免疫性肝炎の特徴. 第26回日本肝臓学会大会; 
20221027; 福岡. 肝臓. 63(Suppl.2):A512. 
 
小橋亮一郎, 引地拓人, 中村純, 髙住美香, 橋本陽, 加藤恒孝, 栁田拓実, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 入
江大樹, 高木忠之, 大平弘正. バレット食道腺癌に対するESDの治療成績と予後. 第30回日本消化器関連学会

週間（JDDW2022）; 20221027; 福岡/Web. 
 
入江大樹, 高木忠之, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 中村純, 髙住美香, 橋本陽, 加藤恒孝, 小橋亮一郎, 栁
田拓実, 引地拓人, 大平弘正. 特殊な術後消化管症例におけるERCPに関する検討. 第104回日本消化器内視鏡

学会総会（JDDW2022）; 20221027-30; 福岡. Gastroenterological Endoscopy. 64(Suppl.2):2142. 
 
高木忠之, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 入江大樹, 引地拓人, 大平弘正. 胆嚢癌へのEUS-FNAの当院の実状. 
第35回東北膵・胆道癌研究会; 20221105; 仙台. 
 
郡司直彦. 当科UC治療におけるベドリズマブの位置付け. Entyvio Symposium in FUKUSHIMA; 20221116; 福
島. 
 
川島一公. 大腸ESDの国内留学を経験して～大腸ESDへの近道？～. 第134回福島大腸研究会; 20221121; 福
島. 
 
高橋敦史, 阿部和道, 大平弘正. 自己免疫性肝炎におけるmetabolic dysfunction-associated fatty liver disease
（MAFLD）の実態. 第44回日本肝臓学会東部会; 20221125; 仙台. 肝臓. 63(Suppl.3):A701. 
 
藤田将史, 阿部和道, 大平弘正. レンバチニブ治療における骨格筋量低下と予後についての多施設検討. 第44回

日本肝臓学会東部会; 20221125; 仙台/Web. 肝臓. 63(Suppl.3):A752. 
 
林学, 藤田将史, 阿部和道, 高橋敦史, 大平弘正. 肝細胞癌患者の病態と血清growth-arrest specific gene 6濃
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度の関連についての検討. 第44回日本肝臓学会東部会; 20221125; 仙台. 肝臓. 63(Suppl.3):A759. 
 
阿部直人, 林学, 藤田将史, 清水広, 阿部和道, 高橋敦史, 大平弘正. アザチオプリンによる薬物性肝障害と

サイトメガロウイルス感染症を併発し治療に難渋した自己免疫性肝炎の1例. 第44回日本肝臓学会東部会; 
20221125; 仙台/Web. 肝臓. 63(Suppl.3):A813. 
 
菅谷竜朗, 阿部和道, 村上舞, 藤田将史, 林学, 高橋敦史, 鈴木智浩, 江尻豊, 大平弘正. 急性肝不全で発症

した急性リンパ性白血病の1例. 第44回日本肝臓学会東部会; 20221125; 仙台/Web. 肝臓. 63(Suppl.3):A830. 
 
阿部和道, 高橋敦史, 大平弘正. 自己免疫性肝炎における細胞外小胞の網羅的解析と病態への関与. 第44回日本

肝臓学会東部会; 20221125; 仙台. 
 
阿部和道, 若林博人, 大平弘正. HCV患者におけるDAA治療SVR後の肝発癌リスク予測の比較検討～FIB-4, 
AFP, GES score～. 第44回日本肝臓学会東部会; 20221126; 仙台. 
 
〔シンポジウム〕 
 
入江大樹, 高木忠之, 大平弘正. 当院におけるEUS-HGSの治療成績. 第167回日本消化器内視鏡学会東北支部

例会; 20220205; 仙台. プログラム・抄録集. 96. 
 
橋本陽, 中村純, 引地拓人. 表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍に対するUEMRの現状. 第167回日本消化器

内視鏡学会東北支部例会; 20220204-05; 仙台. プログラム・抄録集. 101. 
 
小橋亮一郎, 引地拓人, 中村純, 橋本陽, 髙住美香, 加藤恒孝, 栁田拓実, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 入
江大樹, 高木忠之, 大平弘正. 消化器内視鏡診療における飛沫感染対策～COVID-19患者に対する緊急内視鏡の

報告を含めて～. 第167回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20220205; 仙台. 
 
竹田悠太郎, 今村秀道, 迎愼二. ERCP後膵炎の診断に対するAPチェックⓇの有用性の検討. 第167回日本消化

器内視鏡学会東北支部例会; 20220205; 仙台. 
 
小橋亮一郎, 引地拓人, 中村純, 髙住美香, 加藤恒孝, 橋本陽, 栁田拓実, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 入
江大樹, 高木忠之, 池田和彦, 大平弘正. PGAシートとフィブリン糊被覆による胃ESD後出血予防法. 第18回

日本消化管学会総会学術集会; 20220212; 東京. 
 
杉本充, 高木忠之, 大平弘正. ERCP後膵炎予防目的の膵管ステント留置位置の検討. 第103回日本消化器内視

鏡学会総会; 20220514; 京都. Gastroenterological Endoscopy. 64(Suppl.1):701. 
 
入江大樹, 高木忠之, 大平弘正. ERCP困難症例に対する超音波内視鏡ガイド下膵管ドレナージ術の有用性. 第
168回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20220702; 山形/Web. 抄録集. 71. 
 
小橋亮一郎, 引地拓人, 中村純, 大平弘正. バレット食道腺癌に対するESD～治療成績と予後～. 第168回日

本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20220702; 山形/Web. 
 
佐藤賢太郎, 澁川悟朗. 当院における表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍（SNADET）に対するunderwater 
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EMR（uEMR）の治療成績. 第168回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20220702; 山形/Web. 
 
竹田悠太郎, 今村秀道, 迎愼二. 当院における術後再建腸管例に対するバルーン内視鏡を用いたERCPに関する

検討. 第168回日本消化器内視鏡学会 東北支部例会; 20220702; 山形/Web. 
 
〔特別講演〕 
 
高木忠之. 胆道癌の診断と治療. 大鵬薬品工業社内研修会; 20220112; 福島. 
 
高橋敦史. 腸内細菌からみた免疫力向上. 令和3年度日本栄養改善学会東北支部市民公開講座; 20220119; 郡山. 
 
阿部和道. 実臨床における肝疾患関連非侵襲的指標. 福島県肝疾患Webセミナー; 20220121; Web. 
 
阿部和道. 腸内細菌叢の基礎と臨床 消化器内科の視点から. 慢性の痛み政策研究事業矢吹班 令和4年度第2回

班会議; 20220121; 福島. 
 
高橋敦史. 腸内細菌からみた非アルコール性脂肪性肝疾患. 第167回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 
20220204; 仙台. 
 
阿部和道. 肝炎治療の現状から肝細胞癌の最新治療まで. 福島市・安達医師会合同学術講演会; 20220216; 福島. 
 
藤田将史. 当院における非アルコール性脂肪肝疾患の実態と薬物治療. Kowa Web Conference; 20220307; Web. 
 
阿部和道. 当科における肝細胞癌薬物療法の現状. がん免疫とVEGFセミナー; 20220315; 福島. 
 
高木忠之. 胆管挿管標準化を目指して. カネカSHORENシンポジウム; 20220405; Web. 
 
紺野直紀. 内視鏡の撮り方・方法・注意点（合併症など）. 第376回福島消化器病研究会; 20220520; 福島. 
 
阿部和道. 消化器疾患におけるCKDの現状と課題. CKD Next Symposium; 20220523; 福島. 
 
高木忠之. 慢性膵炎診療ガイドライン2021 改訂内容に関して. 膵外分泌機能不全（PEI）を考える会; 20220527; 
Web. 
 
小橋亮一郎, 引地拓人, 中村純, 橋本陽, 加藤恒孝, 栁田拓実, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 入江大樹, 上
田健太, 高木忠之, 大平弘正. 新型飛沫予防マウスピースを使用した治療内視鏡. 第45回福島県消化器治療内視

鏡研究会; 20220611; 郡山. 
 
大平弘正. AIH/PBCの最近の話題. 日本消化器病学会関東支部第40回教育講演会; 20220619; Web. 
 
大平弘正. 自己免疫性化肝炎Up to Date. 第42回臨床肝臓カンファランス; 20220709; 東京. 
 
小橋亮一郎, 引地拓人, 中村純, 橋本陽, 加藤恒孝, 栁田拓実, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 入江大樹, 高
木忠之, 大平弘正. PGAシートとフィブリン糊被覆による胃ESD後出血予防策. 第377回福島消化器病研究会; 
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20220715; 福島. 
 
藤田将史. 当院における肝細胞癌治療の現状 ～LEN-TACEの治療成績を踏まえて～. LEN-TACE Academy 
2022; 20220720; Web. 
 
阿部和道. 肝細胞癌治療のup to date. 白河医科歯科連携講演会; 20220830; 白河. 
 
高橋敦史. 脂肪性肝疾患患者への対応. 令和4年肝癌撲滅運動講演会; 20220910; 郡山. 
 
高橋敦史. 脂肪性肝疾患とは. 令和4年度肝炎医療コーディネーター養成研修会; 20220910; 郡山. 
 
阿部和道. 当科における肝細胞癌に対する複合免疫療法の現状. 会津医学会学術講演会; 20220913; 会津若松. 
 
阿部和道. 脂質異常症を伴う肝疾患診療におけるペマフィブラートの果たす役割. Fukushima Eleven; 20220927; 
郡山. 
 
高橋敦史. NASH・NAFLDの日常診療. 日本消化器病学会東北支部第24回教育講演会; 20221002; Web. 
 
川島一公. 大腸癌検診. 20221010; 福島民報. 
 
阿部和道. 肝細胞癌の薬物療法におけるカボザンチニブの特徴と位置づけ. 肝細胞癌と緩和ケアの治療について考

える会; 20221012; 福島. 
 
藤田将史. 肝細胞癌治療と当科の治療状況. 相双がん治療勉強会; 20221019; Web. 
 
高橋敦史. 自己免疫性肝疾患の治療戦略. 2022年度日本肝臓学会後期教育講演会; 20221126; 仙台. 
 
大平弘正. 自己免疫性化肝炎Up to Date－肝硬変の対応も含めて. 第75回奈良消化器代謝セミナー; 20221201; 
橿原/Web. 
 
藤田将史. 当院における非アルコール性脂肪肝疾患の実態と薬物治療. 第5回いわきNASH・糖尿病講演会; 
20221209; Web. 
 
大平弘正. 自己免疫性肝疾患Update－PoPHを含めて. JanssenPro PoPH Web seminar; 20221214; Web. 
 
高木忠之. 膵疾患と栄養療法. アミティーザ発売10周年記念講演会慢性便秘症セミナー; 20221215; Web. 
 
川島一公. がん出前講義～がんと予防、早期発見の重要性～. 福島学院大学 がん出前講義; 20221215; 福島. 
 
阿部和道. 自己免疫性肝炎における細胞外小胞の網羅的解析と病態への関与. 第7回G-PLUS; 20221217; 東京. 
 
〔招待講演〕 
 
大平弘正. Current status and challenges of autoimmune liver diseases. 第26回日本肝臓学会大会; 20221027; 
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福岡. 肝臓. 63(Suppl.2):A512. 
 
〔その他〕 
 
橋本陽, 引地拓人, 中村純, 髙住美香, 加藤恒孝, 小橋亮一郎, 栁田拓実, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 入
江大樹, 大塚充, 髙木忠之, 大平弘正. 表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍に対するUEMRの現状と手技の工

夫（ワークショップ）. 第18回日本消化管学会総会学術集会; 20220211-13; 東京. 日本消化管学会雑誌. 
6(Suppl):172. 
 
橋本陽, 中村純, 引地拓人, 髙住美香, 加藤恒孝, 小橋亮一郎, 栁田拓実, 大塚充, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤

雄紀, 入江大樹, 高木忠之, 大平弘正. 胃粘膜下腫瘍に対するLECSの困難因子の解析. 第103回日本消化器内

視鏡学会総会; 20220513-14; 京都. Gastroenterological Endoscopy. 64(Suppl.1):739. 
 
竹田悠太郎, 横山健介, 石野淳, 八島玲, 牛尾純, 大平弘正. 左右肝管に狭窄を呈し、SpyGlassDSを用いて

右後区域枝の肝内胆管癌と診断し、治癒切除に至った1例. 第103回日本消化器内視鏡学会総会; 20220513; 京都. 
 
橋本陽, 引地拓人, 中村純, 髙住美香, 加藤恒孝, 小橋亮一郎, 栁田拓実, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 入
江大樹, 上田健太, 高木忠之, 大平弘正. POEMで治療したesophagogastric junction outflow obstructionの3
例. 第168回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20220702; 山形/Web. 抄録集. 117. 
 
橋本陽, 引地拓人, 中村純, 髙住美香, 加藤恒孝, 小橋亮一郎, 栁田拓実, 大塚充, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤

雄紀, 入江大樹, 高木忠之, 大平弘正. バルーン拡張術歴を有する食道アカラシア関連疾患に対するPOEM. 第
104回日本消化器内視鏡学会総会（JDDW2022）; 20221027-30; 福岡/Web. Gastroenterological Endoscopy. 
64(Suppl.2):2066. 
 
杉本充. 膵胆道癌診断における十二指腸細菌叢. 福島県腸内フローラ研究会; 20221116; 福島. 
 
大平弘正. 自己免疫性肝疾患. 肝炎ウイルスに関する相談員養成研修会; 20221201; Web. 
 
 
 

リウマチ膠原病内科学講座 
 
 

論 文 

 
〔原 著〕 
 
Fujita Y, Fukui S, Umeda M, Tsuji S, Iwamoto N, Nakashima Y, Horai Y, Suzuki T, Okada A, Aramaki T, 
Ueki Y, Mizokami A, Origuchi T, Watanabe H, Migita K, Kawakami A. Clinical Characteristics of Patients 
with IgG4-Related Disease Complicated by Hypocomplementemia. Frontiers in Immunology. 2022; 13:828122. 
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